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せき感地とみな会れている和歌山県自訴1IlJ，京都大学腿学部白浜試験地に造成されたヒノキ林

を秤怖いその物質生践の特徴を調べるために， 3 *水分の調査区を設定し，落紫蚤の測定と生態

力融資を行なった。その結果，次の総点がUJJらかとなった。

1) 生宵Jm閣内の草花殻 (yL)は， 3 *~\分の平均依で 1 1. 0 t/ha ， 地上~Ií分の生段速度 (P.*) は

12.8 tfha.yrであった。多くのヒノキ林で翻べられた平均航に比べると， これらの組は yL

でややすくなく ，P，，*で平均依頼度であった。すくない禁致は，多い搭架設と関係し，瓦か

ら秋にかけての践しい乾燥と無関係ではないと推測dれた。すくないyLに対してP.*が低

くない俄は，白浜町ーの生脊1~Jrlljの長さ，および林地施肥に組閣すると考えられた。

2) lih枕の低いアカ?ツ林では，~絞された物質のうちの多くを悶化器宮へ配分する性質が指

摘されているが，この性質はヒノキ林でも見いiJ:l;;され，誕の生産(搭漉議〉への配分比は生総

:I!s皮が低い林分ほど大きくなる。その比は，往路速度が大きい林分では，ほほ安定し Pn

の2却O?箔E絞程.皮であつた。
3) 士郎立の鈍いヒノキ林では，漉散がすくない傾向が認められ，このような林分では，米閉鎖

状態を間後ずるべく，悶化器官への配分比が高まることが推測されたが休分業;段 (YL) Iζ 

対する誕の生践速度 (Lly，Jの比 (LlY'.!YL)は，地位に無関係にほぼ一定{疫を訳した。すなわ

ち，誕の閉松本 (Llyr!YL)または擦の平均寿命 (Yr!LlYL)に対する地位の影響は認められなか

った。これらの't1:1訂は，土地条件に対する櫛物側の対応のー現象として出回された。

はじめに

森林の物質ー生産機構をl!f:lらかiこするために，これまでに多くの天然林，人工林での生産力調蕊

が行なわれ，資料の集f~Iがなされると共に，物質往路上のヨミな機構が解明された。しかし，綿部

の閉鎖は残されたままである。その問題点のひとつに，生態物質の配分の問題があると忠われる。

すでに，幹，校，葉，棋などの諸器官への物質配分に!渇しては，代表的な森林どとにまとめられ，

強調されている1)。 しかし，その結泉はかなり大まかなもので，各様の森林の均伎を恭した程

度である。TIli開や，同一額の**分間での配分権の悲奥1と注閉して検討した例はすくない。
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~祭態からは，ほぼ隠令で， :f:lli{立の奥なるアカマツ林の生長解;lffを行ない，地位の低いや!ド分ほど，

生政された物質のうちの多くを問化器官へ配分する性質を見い出した。大高・ 3包石3> は?特lこ生

育条件の諜いシラベ林で，諜への配分取が商い伊jを報告ーした。斎藤4> らは，ヒノキ:1*の滞裂を?と

生産力総設を行ない，廷の良好な林分で，話芸い林分より誕への配分がすくない結果を指捕して

いる。これらの報合は，土地条件が十分でない森林では，林水はその条件に対応した物質生疲機

構をもつことを示し?百3閉されるo ただし，との植物側の対応;が，どのようなものであるか，

分lζ検討された例はない。また， :tJ.:~藤 5> が蹄ベたスギ人工林の結梨のように，生産された物紫が

謎へ配分される率は，林令，管;E!ll締皮などに対して特別の僻向が認められなかったとする報告も

ある。的躍らがアカマツ林で認めた性質が，他の樹fllUこも見い/1¥される一般的性'[1{，であるか，ア

カマツ林特有の性授であるかも検討しておく必裂がある。

この報告では，せき感地とみられる場所に造成されたとノキ林の生硲力を推定し，生産物質の

配分で，特に誕への舵分について検討した。ただし，今関の鵡5若林分が?予選!~していたほど土地

条件が思いと断定できなかったため，務漉f設測定により誕の生産迷度が推定され，かっ，生ifAJJ
翻jlJ:が行なわれたヒノキ林の資料を加えて検討・し，アカマツ林で認められていた性質の線部と，

その性質-ぞもつ森林での漉i誌の維持機構などを論じた。

i周到林の概況と綿蒼方法

1) 翻資林分

淵院は，和歌山県凶作.接点11自決!町立ヶ谷にある京都大学農学部白誤試験地内に設定された。

調査法3林分の地況，林況については，表 1にまとめて示した。か浜町…有j;は，粥三三紀系統の右手、

岩が土織の母材となり， が郊い。 j唱根部分には総務が鋭的し品去には石材が行・なわ

れていた。この状態の部分を除いた谷筋，斜聞にはゴニ様J~Îのやや深い;場所があり，この部分にと

ノキ林が造成されている。 ζのような状況から，白沢-一裕は，これまで経済林としては不適なせ

き怒地とみなされている。

翻査底A 1林班 3小五圧に造成された16年生の林分で，モリシマアカシア林の林沫に約4000本

jhaが総裁された林分である。総裁E支部lζ上木を伐りずかし 9年経過した後に上水がすべて伐

採された。総裁後11年闘に枯枝を払う程度の枝打ちが行なわれた。林rAJ~ζ枯死水はないが，ほほ

閉鎖した状態にあり，林床lζ ヌド類はない状態であった。過去に1Iiilの婚胞が行なわれ，段終の

施肥は翻資能年 iと行なわれた。肥料は住友 UF 入り森林探索化成JJ~料特号を使い，何回，約 165

Table 1. General clescriptions of surveyed釘tands

St乱nclA Stancl B Stancl 

Date of investigation Oct， 1984 Aug. 1984 Aug. 1984 

Altitucle (m) 35-45 25 30 

IncJination of slope (degree) 19 5 22 

surveyccl area (m2) 155 70 138 

Ferti1ized year '69， '70， '72， '80 '72，'80 '72，'80 

Stancl age (yr) 16 24 24 

Number of trees (ljha) 4129 9571 7034 

Me乱nhcight of trees (m) 8.8 7.6 8.4 

Mean DBH (cm) 10.1 7.0 8.4 

Basal arca (m2jha) 33.8 44.4 33.4 
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同Ihuの施JJ巴が行なわれた。施肥効果のためか，平均掛商と林令から求めた地位は， 3等地隠分

による紀州地方ヒノキ林の 1等地をこえ，試験地内でも生育条件のよい林分ぜあった。

純資l笈B 3林班3小現Elこ造成された例年生林分で，当初，街皮効来そ調べるために， 40000本

Ih札が樹えられた。 ζ の林分は，過去に 2 聞の施)J~が行なわれ 2 間関は総班長ドの 4 年前であっ

た。総裁後の手入れはほとんど行なわれていない林分で，林床lζ:本木知はない状態であった。谷

1IJ'jのらな場rJrに設定された翻資i去の地位は 2等地のl:j:l限度に相当した。

翻まま院C B区l乙隣践した:11::斜面の24年生林分で， 初期の~fi栽街皮は 10000本Iha であった。

械栽後の手入れはない林分で，林床にはコシダが生おしていた。この鰯査i乏でも Bほと問機 2

1自の施胞が行なわれ?この誌の地伎は 2等地の下位に相当した。

2) 純資方法

制:資i芸Aについては， 1984年10月の落葉前に， B， C[涯については， /，斗主["8月に試料水を各 5

本伐制して調べた。その手法は，従米の森林の主力調査と問機であるo すなわち，調査区内の

俄水制強?と，標本木の樹荷役制定し，概査!翠周辺から試料木を逃び伐倒して務監を測定し，試料

水の胸誕百気筏と樹i勾(D2.1-1)に対する鵠盤:の相対強;民関係を利用して林分の現存法，生誕設を指

定した。 iil~Jjま!混入 に隠しでは，蹄査が10月であるために， fj:宇，校の住長t誌は~年の~J乏部分を闘

べ， 13， C区については?最近5年間の平均他を生長;散とした。このため， ij今の生長i設はやや低

い推定値であるかもしれない。

は， ~足音/)分を塩分して測定できないために， 1983年11月より 1984&:¥三12sJまで，各約1

3ま|主内に O.5 1112 のワタ…・トラップ各4側を設泣い毎月採集した落葉致から挽主主した。

校の~ミ:1乏致は，試料水を 2111 の i認さにj留別刈り取りした際に，各j爵より 2 本のサンフ。ノレ校を

ii!Iび，校が当年lこ生J乏した絞獄母校解析により求め，推定した。なお， 8 月 ~c翻至ました B ， C隠

の技については， 8 月までに~:.長した肢の 1 割i慢を校の生長散とした。

結 果 と 検討

1. 躍の;g¥l存j設と落葉没

得られた 3i水分の幹，技，誕の現存没を表 2{ζ示した。純資IZA，B， Cの地上Pi/)JJUi釘:はそ

れぞれ 86.7， 118. 2， 92. 3 t/haと撤定されy J:tt-がその80%を占めていた。林分の生政力ici法問す

ると，現存肢のうち諜抵 (YL):が特lζ設喪である。純資IZA，13， Cの主はそれぞれ 10.4，11. 5， 

11. 1 t/ba と推定され，住長のよい翻筆記IZAでかなりすくない{訟を示した。生育期間内に測定さ

れたとノキ林の灘抵の平均依6' 13.8 t/haに比べると，若手純資践ともその儲より低い。斎nZiO' が

まとめたとノキ林の紫Jti:の度数分布闘に従がい，瓦の謀長tからヒノキ林の平均リタ一葉j主3t/hu 

T‘able 2. Biomass of surveved stand 

Ovcn.dry.weight St礼ndA Stand B Stancl C 

Stcm (YS， t/1m) 68.7 98.0 74.4 
Branch (y 8， l/ha) 6.7 8.2 6.8 
Lcaf (YL， t/ha) 10.4 11. 5 11.1 
Cone :l.nd seccl (YCO，νha) む.81 0.51 0.13 
Total (YT， t/ha) 86.61 118.21 92.43 

Stem volumc (V$， m3/ha) 144.7 184.4 146.4 
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Leaf biomass (YL) of threc stancls and frcqllcncy clistributions of leaf biomass in 

]apanese cypress stands in summcr survey (A) ancl in winter survey (B) arranged 

by SAITO and FURUNO (1982). 

ぞ悲し引き，冬 に換算し，冬に制べられた謀議の分布凶に加えるとほj1， A， Bとなる。

冬に鵡べられたとノキ林の誕抵の平均値 13.2t/ha Iこ比べても，今回調べたヒノキ林の諜滋はか

なり低い俄であった。これらの諜:設は，斎藤7)が鵡べた京都大学燦学部上賀茂試験iむのやせ地の

天然性ヒノキ林での誕段より低い自立であった。

搭漉滋測定から得られた裂の生産設は， A， 13， Cj芸でそれぞれ 5.6，3.4，3.9 t/ha.yrである

(表 3)。このi設は，斎藤引によって長期間調べられたとノキ林の落葉盟:約 3t/ha.yr Iζ比べる

とかなり大きな自立である。特にA[きでの搭架設は著しく大きい。誕の均;1fIiの長いヒノキ林では，

溶誕抵の年間変動が大きく，ほほ妥翁な搭諜肢をfもlるためには 6I阜の測定期i却を必裂とすると指

摘引されている。今犯!の測定諮問が約]年の紡巣であるので， A[忍での大きな務3定数i立，たまた

ま多い年に該当したのであろう。

A[浅の大きな滞1定数は， A[去のすくなし あわせてみると，両者・とも特・ß'~な füïであることが

IV~ iÎfii となる。後に検討するように，ヒノキ林の落諜肢は架設の20%税良zである ζ とが多いが， A

l乏では50%そ越え， 13， CI8:でも30%，35%を点めていた。誕致に対して，このように大きな落

した背設には，判らかの原闘があるに迷いない。 A誌では，制査の前年，すなわち，器

楽i設測定年lζ施IJ巴を行なっているが，施肥効果が大きな落架設として現われたとは考えにくい。

施肥による土地条件の改良は， 2iE怒:が大きくなる方向へと進むであろう。 19841:tの変から秋にか

Table 3. EstImatcs of Ilet procluctiol1 

Ovell・dryweight Stand A Sland 13 Stancl C 

Leaf (JYL， t/ha.yr) 5.56 3.44 3.88 

Cone and secd (Jyco， t/ha.yr) 0.81 0.51 0.13 

l3ranch (Jy B， tjha'yr) 1. 07 0.84 O. 79 

Stcm (Jys， tjha.yr) 8.89 7.10 5.28 

Above ground part (JYT， or p.*， tjha.yr) 16.33 11.84 10.08 

Stem volume il1crement (Jvs， m3jha.yr) 18.9 14.2 11. 4 
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Fig. 2. Pl'oductioll ratcs of thl'CC stands and frequcncy distributions of stCll1 ¥Vood pl'ocluction 

ratcs (Llys)乱nclof above ground part procluction (Pn*) in Japancsc cypress stands 

arrangecl by SAITO ancl FURUNO (1982)・

けて，和歌山県では30if~fζ一度ほどのきびしい乾燥期が訪れた。 ζ の乾燥条件が多い泌業活:とす

くない漉散という今問の翻査結果をもたらしたものと考える。ただし搭設の;u調査は継続して

制べる予定であるので，いずれ明らかとなるであろう。

2. 生必i創立

3調査i志の bノキ林の地上部各器官の生gg;I密度をまとめると表 3となる。手;宇の生E益法度はヒノ

キ林の均イ 6.3tfha.yr にほぼ近い総を示し， A， B， CI8:0)校の生E混迷m:はt，1の1iJI~こ~・し

でそれぞれ12，12， 15%恕皮であった。地上tf，~の強波法皮 (Pn*) は 10........16 t/ha.yr殺伎となり，

経済林としてのとノキ林36林分の平均倒6) 12.3 t/ha.yrにほぼ近い俄であった〈閲 2)。

今閲制べたヒノキ林の諜i設がややi迂い結果と，地上部生践;速度が経済林に近い継であるJ誌を考

成すると，白浜町の kノキ林では，の生践能取がかなりよいことになる。調査区B，C1こ闘し

では，幹材般生長:設を低めに推定している可能性もある。このため，誕の生政能事はさらに高い

俄であるかもしれないα

せき部地であると思われていた場所のヒノキ林が，経済林lζ劣らないほどの住総i樹立を示した

ことはう，，~t外であった。 ζれは，ひとつには林地施肥の効果であり，他方，この地J或が紀~I:半島

南部の海俸に滋iし，生育期間が主主いなどの条件によるものであろう。

3. 生産物質の諜への配分

当初に指摘したように，純生政散のうちで，議iこ配分される比率は地位の奥なるアカマツ林2)

で法主誌が認められ，地般の{広いJ水分ほど，生産された物質を!司化器窓生後のために多く配分して

いた。この現象は，土地条件に対する植物側の対応として注目されあが，この現象がどのような

状態で飽きうるものか綿べておく必袈がある。



らは，鰯悲したア

カγ ツ林がほぼj司令であっ

たことから， j出{¥Lを311.均必j

によってがした。この-(0J

のように，地位が林令と必j

とか与43.られるものと限

定した場合，これまで

された森林の生政力調査

資料で，地位の推定が必ら

ずしも可能であるとは考え

られず，資料の比絞検討が O 

できなくなる。 地伎のl勾い o 5 10 15 20 

;場所では，一般に林分の主L:Fig. 3. Relationship bclwcen abovc groll胤 ipart production rate (P，，*) 
and mean height of main trees (3) in even.aged Japanesc red 

践力が高いので，地伎を森 pine slands from data by HATlYA et a1・(1965).

1本の純技館設 (ζζ では，

地上部分の往路:ILll皮PPを使用〉の大きさによって表わずらのとした。この場合， li李嵐おらによ

る地位 (fl)と}'，，*の関係は!ま13となり，p，，*の橋大lζ対し，j守は指数関数的に増大する!刻イ系に

ある。いいかえると，P"*が大きい綴;域にむかうほど，Pn*のiげ'{IUiは縮小された推定総となるo

Pげを地位の尺j立とする場合，このJ誌を盈しておく必要がある。

らによるアカ γ ツ林の樹液結果を， PJの)'([立により梨への配分本 (LlYIJP，，*)を測さな

おずと悶 4になるo LlyL/P，，*の備は，P，，*が大きくなるほど小さな依となり. ある総j交の備で

した。 ζの阪は，約援のらが作成

した LlyJ/p，，*---fl関係とよく似てい

る。ただし，際14に示された関係で

LlyL/P，，* が大~な似は， Pn* がかなり

小さな林分だけであることに注認して

おく必袈がある。

今!日澗ベた白浜町のヒノキ林は，施

肥効誕のためか，必らずしも土地条{午

が惑いと断~・できずな，話事漉設も議:しく

~く 3 誕の生政:ÌLll l交を行If定するために

適当な資料であるとは思われない。そ

こで?同一林分で~ílìUJ総資と

が行なわれたヒノキ林の資料4，0-11>

な加えてLlyL/P，，*---Pn*関係を翻べる

と悶 4となった。ヒノキ林の溶謀議ーに

は?大きな年間変動があるので，LlyL/ 

lJ，，*~P，，* 関係にはパラツキが大きい

が，白浜町のヒノキ林の資料を拾いて

大まかにみると，アカマツ林でられ

た結果と問機であった。すなわち，ヒ

ノキ林でも，地位の低い林分ほど，と住
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された物質の火きな都合を同化:Jれきの生阪のために配分していた。その給瓜として，斡校への j

配分がすくなくなることは f~l 切であるの pげが特lこ小さな{fj'l JrJXで同化探'釘生産への配分が大きく

なる{傾向は， }ぷ説樹林を合め，生活1裂の異なる多くの樹柿tの森林ゆでも認められる…般的性質で

ある。その比率は，アカマツ林では3096から50%殺!立まで増大し，ヒノキ林では20，0ちから35961.沢

民まで変化した〈閲 4)。
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地位の低い林分では，誕の生産への

配分比が増大するが，この結よ裂が必ら

ずしも林分当たりの誕の生政速度

(LlYL)の増大と結びっくわけではない。

そこで， iネ分東盤 (YL)がどのように

維持されているか，鵡べておく必要が

ある。

今IITlj食言すしたアカマツ林， ヒノキ林

では，長t肢は P，，* iこ対して一期の飽

手111出来日iとなる。 YLの依は大きな P，，*

を示す林分ほど大さ-くなるが，土地条

件がある税皮に述すると，錨fi.lずる。

林分葉iii:は，樹離によってほほ安定し

た1fl'fD をもつことが知られているが，土地条件が十分でない林分では，米関鎖状態〈米飽和状態〉

にある。特にアカマツ林より誕の平均寿命の長いヒノキ林で，この傾向がi路線である(悶 5A， 

B)。一方，LlYLの依も，Yl_の変化にi!I!勤した{頃向を示し，IJ，，*が小さい鎖域では LlYLも小さい。

沼J4 と閣 5 を比絞して理解されるように，生政された物質が同化器官の~ì1fi!ζ多く配分される

鎖域は?明らかに林分謀議が低いi!ll[域である。紫:散が飽和し，ほほ安定した領域では)LlYLへの

配分比もほぼ一定総におちつく傾向があるCI玄15)。特にアカマツ林の例で，この傾向が閣議tであ

る。以上から，LlYL/Pn*が大きい林分は，地位が低く，ニ|二地条件が不良のため，米閉鎖状態の林

分でおこる現象であるとみなされる o p，戸が大きく，議躍がほぼ上限備に飽和した韻J或では)yL， 

LlYLおよび Lly[jPII*はそれぞれ…定fflIUこ安定する。また，乙の館域内での大きな P，，*(.ま，蜂

らが指摘したように，;m;の位協:能本を潟めることにより実視する。

PII* 1(.対する LlYL，YLの{i度がよ息鋭Jした変化を示したので，Lly[jYL比〈ここでは諜のi到松本とす

る〉を翻べると，アカマツ林，ヒノキ林ともに Pn*の変化に無関係にそれぞれ一定値を保つよ

うである〈閥的。 LlYLかL日 COllSt.となる場合，土地条件に無関係に設に対する一定割合が年々

克新され，諜鼠が維持されている ζ とを意味し，土地条例=によって誕の平均寿命にも変化のない

ことを物翻る。

地{立が低く，誕地がえと地豹!な林分では，その米地和状態に対jぶして，より多い主主政物質を紫へ

配分いその場合の議;抵の維持機構も:J;!Hjg?(，~れた。ただし，葉の関紙率が常に一定に保たれるか

どうかは疑問である。この問題の検討は次の機会にしたい。

Pinus 

C B 
~ I 

。， @@J 牛 Chamaecyparis

-一一一00 • 
A ・A

0 
0 

0 

@
a
I
A
 

。向。。。

{
』

h
h
F
}
J
h

、J
h
a可

0.8 

0.6 

0.4 

44 

10 20 30 

Hclatiollship bet、veen f'n* and ralio O[ leaf pro-

duction to lcaf bioma附 (JyL!YL)in pillC stands and 

]apanese cypl'CSS slands. Signs of cypress slands 

are Sall1C as in Fig. 4. 
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Fig. 6. 
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Resume 

'1'0 cx乱mincthc mcchanisms of fo1'cst productivity corr巴日pondingto lc比fproduction 011 

stcril巴 soilconditioll， the production ratc of乱bov巴 groundparts (P，，*)札ndallot111ent ratio of 

leaf procluction to the values (LJYLIP，，*) w巴re investigatecl in th1'e 巴 J apanese cypress fore悶削s以ts

(Chamae，のう少pa似rzμ"sob釘tusaSll日s惚8仏-巴抗tZυcc.) 乱叫tShir可叫t札心ih乱111τ乱la.し-c

produ【ctiol1of s坑teω111乱l1clbra澗t札ωU1chw，札lS('~日古tin叫Inat口cl by the u自ualallometr‘ic methocl， anclle札fprocluや

tiol1 rate was estimated f1'om the total amount of litte1' collected each 1l10nth fo1' a year (Table 3). 

As the pr・oductivityof these stands was r以her町 highprobably clu巴 tothe use of fertilizer in the 

past， ancl the clata of this surv巴yw札snot aclequate fo1' comparing the r札tios，th巴r乱tioswere 

compa1'ecl with the many other data on the le乱flitter ancl the net p1'ocluction of J乱.p札l1esc

cypress stands. 

II1 the low productivity forest of J ap乱nesered pine， th巴 乱llotll1巴ntmtio of lcaf production 

to total production of above ground part was high as 8hoW11 by HATIYA et al. (Fig. 4). ずhis

characteristic was confi1'med in the many data of Japanese cyp1'ess plantations (Fig. 4). 1n 

the rangc whcre the valu巴sof p" * wcre large 01'目。ilcondition was fe1'ti1c， thc ratios becmTIc 
stabl日以 acむrtainvaluc characteristic of cach tree species. The le乱fbiomass of cvcrgrecn 

forcsts decrcased dcpending on the sterile soil conclition (Fig. 5)， wherc LJYLIPII* was largc. 
This change in the allotment ratio of leaf procluction tencled to occur in response to th巴 stcrile

soil conclition. Nevertheless， of these changes in the ratios fo1' the forest trees， thc ratio of 
lcaf p1'ocluction to leaf biomass (LJYLly!.) in red pinc and cypress forests wωcharacteristic to 

each t1'ee species (Fig. 6). 




